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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、汚染水処理やデブリ処理で発生する、固化が難しく長

半減期で低収着性のため長期の被ばく線量を支配するヨウ素（I）と、

潜在的有害度が高く、長期的な発熱源かつα核種であるマイナーアク

チノイド（MA）を含めたアクチノイド（An）に特に注目し、前者は

AgI、I-アパタイト、Anを模擬した希土類元素（RE）はアパタイトやモ

ナザイトといった鉱物に固化する。これらを1次固化体とし、詳細な合

成手法と固化体の構造、物性、浸出性、耐放射線性、表面物性変化等

を最新の材料科学の観点・手法を用いた実験、計算アプローチにより

徹底理解する。この1次固化体を稠密かつ耐食性に優れ、特性評価モデ

ルに実績を有するSUSやジルカロイといったマトリクス材料中に熱間等

方圧加圧法（HIP）等で固定化し、廃棄体をハイブリッド固化体とす

る。これにより核種の閉じ込めの多重化に加え、安全評価に必要な長

期評価モデルの信頼性も向上させた実効性・実用性のある廃棄体とす

る。1次固化体とマトリクスとの相互作用を理解した上で、マトリクス

の耐食性、環境、他の人工バリア構成等を考慮した処分概念を具体化

する。潜在的有害度および核種移行の観点から処分後の被ばく線量評

価を行い、安全な廃棄体化手法および処分方法を構築することを目的

として、以下の項目を行う。 

１）1次固化体合成と核種浸出性に関する研究 

 ２）固化体の構造、物性評価 

 ３）固化体計算と溶出モデルの検討 

 ４）固化体のハイブリッド化および処分概念・安全評価に関する検

討 

２．総合評価 Ａ 
・様々な廃棄物をマトリックスに閉じ込めるという方法は、新規性・革

新性があり、1Fの多種多様な廃棄物処分の選択肢を増やす可能性を提

示した点、本研究成果は評価ができる。 

・廃棄物の体積が増えるという欠点を、サイト内で発生する材料からマ

トリックスを作成することで、ある程度低減ができる手法にも期待が

できる。 

・なお、廃棄体の均質性や、より様々な化学形態の廃棄物の固化性など、

現行の廃棄物処分体に代替するためには、まだ多くの検討が残されて

おり、さらなる研究が必要と考えられる。 

  



Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


